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物価高騰対策の
緊急支援

定例会
12月会議

本会議、各常任委員会の
映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
令
和
７
年
定
例
会
12
月
会
議
を
12
月
９
日
に
開
会
し
、
町
長
か
ら
条
例
制
定
・
改
正
、
令
和
７
年
度
補
正
予

算
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
議
員
が
町
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
補
正
予
算
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
４
〜
５
ペ
ー
ジ
の
委
員
会
審
査
内
容
の
中
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
請
願
の
審
査
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

物価高騰対策くみやま
地域応援商品券発行事業
（くみやま生活応援ギフト）
物価高騰対策として、住民の生活支援と地域経済の活性化を図るために、町内
の対象店舗で使用できる商品券（住民１人当たり3,000円分）を全住民に配布
する。

5,204万円
全額国の負担

Ｑ 商品券の使える店や使用期間など、分かりやすく周知を。

Ａ 商品券発送時に同封するチラシに店舗名を掲載するとともに、商品
券が使用できることや使用期間を表示したポスター・のぼりなどを
店舗に配付する。

Ｑ おこめ券ではなく商品券となった理由は。

Ａ おこめ券は購入できる商品も限定的であり、地域経済の活性化を図
るためには、商品券の方が効果が高いと考えた。また町内に米の生
産者が多いことにも配慮した。

補正予算
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物価高対応子育て応援手当支給事業
子ども１人当たり20,000円を支給（子育て応援手当）

4,394万円
Ｑ 支給対象は。また、いつ支給されるのか。

Ａ 児童手当の対象児童および令和８年３月31日までに生まれた子ども。
支給時期は２月中旬から。

42万円

条例改正
・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正　　
・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例一部改正
・議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正
・常勤の特別職の給与に関する条例一部改正　　　　　　　　　　　その他はＰ.４～５に掲載

松
本
　
義
裕
　

氏

中
野
ま
す
み
　

氏

田
井
　
乙
美
　

氏

神
村
　
凌
三
　

氏

今
村
　
祐
嗣
　

氏

自
治
功
労
者
表
彰

自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
礼
遇
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

ま
つ
も
と

よ
し
ひ
ろ

な
か
の

た

い

お
と
み

こ
う
む
ら

り
ょ
う
ぞ
う

い
ま
む
ら

ゆ
う
じ

全額国の負担

子育て支援推進事業
役場ロビーに、子育て施策ＰＲコーナーを
設置。「全国一番の子育て環境のまちづく
り」ＰＲの空間づくりをする。

Ｑ 空間のイメージと安全性は。

Ａ 子どもの遊び場のみを設けるわけではな
く、来庁者へのＰＲコーナーを併設する
イメージで、基本的に親子で入っていた
だくことを想定しているので、安全性は
問題ない。
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Q
　
業
者
に
関
し
、
技
術
的
基
準
や
安

全
性
に
問
題
は
生
じ
な
い
か
。

A
　
他
の
市
町
村
が
指
定
し
た
業
者
な

の
で
問
題
は
な
い
。

Q
　
業
者
の
指
定
基
準
は
各
市
町
村
で

統
一
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
　
資
格
な
ど
は
内
外
問
わ
ず
基
準
が

あ
り
問
題
な
い
。

Q
　
給
料
表
の
改
定
率
は
。

A
　
平
均
３
・
３
％
の
引
き
上
げ
で
あ

る
。

Q
　
人
材
確
保
の
面
か
ら
、
こ
の
引
き

上
げ
で
は
足
り
な
い
と
い
う
認
識

で
良
い
か
。

A
　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
る
の
が
基
本

だ
が
、
超
え
て
は
い
け
な
い
と
い

う
ル
ー
ル
は
な
い
。
場
合
に
よ
っ

て
は
超
え
る
こ
と
も
検
討
の
余
地

は
あ
る
。

休会中の事務調査 全世代・全員活躍まちづくりセンター建築工事について 10月29日

■全世代・全員活躍まちづくりセンター事業概要
　町では、令和６年４月１日から役場庁舎南側（旧中
央公民館跡）に全世代・全員活躍まちづくりセンター
の建築工事を以下の内容で進めている。
　工事期間　令和６年４月１日から令和８年12月28日
　施工業者　公成特定建設工事共同企業体
　　　　　 （代表者：公成建設(株)）
　契約金額　27億1,879万6,300円
■工事の進捗状況について
⑴　工期延長について
　大阪・関西万博関連の建築工事や他の大型工事の
影響および週休２日制の導入等働き方の見直しなど
による全国的な作業員不足などで必要な人員体制が
構築できなかった。また、基礎工事において配筋是
正による大幅な遅れが生じ、それによって、施工業
者から工期の延長願いがあり完成への遅れが生じた。
⑵　進捗状況について
　現地において、工事監理業者である株式会社ＮＨ
Ａの担当者からは「現状はいわゆる上棟の段階で、
工程の上では大きな山を越えたところである」との
説明を受けた。

⑶　工期延長による損害賠償について
　契約条項に基づき、施工業者が負担することが約
束されており、工事終了後に町から請求するとのこ
と。
■質疑応答
Q　工期の遅れの住民説明は？
A　広報やホームページで丁寧な説明をする。
Q　損害賠償請求は？
A　本町に瑕疵はなく施工業者に請求する。

議
案
第
92
号
　

水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
公
共
下

水
道
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
99
号
　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、

町
長
が
認
め
る
と
き
は
、
他
の
市
町
村
長

の
指
定
を
受
け
た
者
な
ど
が
給
水
装
置
お

よ
び
排
水
設
備
に
関
す
る
工
事
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
本
町
職
員
の
給
与

を
改
定
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

　総務事業常任委員会は、総務部企画財政課に出席を求め、「全世代・全員活躍まちづくりセンター建築工事につ
いて」の調査として、役場庁舎南側に建設中の同センター（愛称・グランハット）の工事進捗状況などの現地視察をお
こなった。

か し

　

12
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
辻
徹
委
員

長
）
に
５
議
案
と
請
願
１
件
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し

た
。
議
案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

建設中のグランハット

総務事業
常任委員会

12月17日
REPORT

まちづくり・環境・防災・上下水道・税金

くみやま 議会だより　No.181 （4）



Q
　
誰
で
も
通
園
制
度
、
利
用
で
き
る

人
数
は
。

A
　
１
枠
３
名
。
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の

利
用
で
、
広
さ
も
十
分
確
保
で
き

る
。

Q
　
保
護
者
が
負
担
す
る
費
用
は
。

A
　
こ
ど
も
園
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
無
償
。

た
だ
し
町
外
在
住
の
方
に
つ
い
て

は
有
償
。

Q
　
第
12
条
虐
待
の
禁
止
に
つ
い
て
、

町
の
対
応
は
。

A
　
虐
待
の
対
応
に
つ
い
て
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
い
る
。
早
期
発
見
に

努
め
、
発
見
次
第
、
遅
滞
な
く
し

か
る
べ
き
機
関
に
通
報
す
る
。
ま

た
、
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

休会中の事務調査 社会福祉法人久御山町社会福祉協議会について 10月30日

　民生教育常任委員会は、久御山町社会福祉協議会および民生部福祉課に出席を求め、「社会福祉法人久
御山町社会福祉協議会について」の調査をおこなった。
■久御山町社会福祉協議会の概要
　昭和32年に任意団体として発足し、昭和57年に社会
福祉法人として認可された。
　同じ地域に暮らしている全ての人々が安心して自分
らしく暮らすことのできるまちづくりを進めるため、
地域住民の皆さま、福祉・保健などの関係者、行政機
関などと協力・連携して地域の福祉課題に取り組んで
いる社会福祉団体である。地域福祉部と介護サービス
部の２つの部で組織されている。
■質疑応答
Q　収支決算が赤字となっている理由は。
A　デイサービス利用人数の減少が挙げられる。

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
８
年

度
か
ら
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
運
営
の
基
準
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　

本
町
で
開
始
さ
れ
る
「
誰
で
も
通
園
制

度
」
に
関
す
る
条
例
で
あ
る
。

　
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
こ
ど
も
家
庭
庁
関
係
内
閣
府

令
の
整
備
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
等
の
公
布

に
伴
い
、
必
要
な
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
に
関
し
て
、
地
域
限

定
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
も
可
能
と
な

る
と
い
っ
た
改
正
。
こ
の
地
域
限
定
保
育
士

に
つ
い
て
、
現
在
京
都
府
は
制
度
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
が
、
規
定
を
整
備
す
る
。

議
案
第
88
号

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
91
号

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

12
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
濱
口
隆
志

委
員
長
）
に
４
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
議

案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。
（
採

決
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

ふくしのふくちゃん
（久御山町社会福祉協議会
キャラクター）

■久御山町社会福祉協議会の事業活動計画
（地域福祉部）
・社協組織の強化    　　  　・専門委員会活動の推進強化
・ボランティア活動の推進　・絆見守りネットワーク事業
・地域福祉推進事業　　　　・生活支援体制整備事業
・福祉教育・ボランティア　・相談窓口の設置事業
　学習事業　　　　　　　　・生活困難等支援事業
・地域福祉権利擁護事業　　・子育て支援事業
・住民参加型在宅福祉　　　・共同募金運動の推進
　サービス事業　　　　　　・災害対策事業
・役員・職員の資質向上を　・地域福祉センターの管理運営
　目的とした研修・会議　　・その他の地域福祉事業

（介護サービス部）
・デイサービス事業の推進　・ホームヘルプサービス事業の
・居宅介護支援事業の推進　　推進

民生教育
常任委員会

12月18日
REPORT

暮らし・教育・子育て・福祉・健康
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〔
請
願
第
２
号
〕
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
中
止
を

求
め
る
請
願
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

定
例
会
12
月
会
議
で
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
請
願
は
、
12
月
17
日
に
審
査
を
お
こ
な

い
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。
そ
の
後
、

24
日
の
本
会
議
に
お
い
て
も
不
採
択
と
な
っ
た
。

〈
請
願
人
〉　

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
中
止
を

　
　
　
　
　
　

求
め
る
久
御
山
の
会　

　
　
　
　
　
　

代
表　

岩
佐　

宜
始

〈
紹
介
議
員
〉
巽　
　

悦
子

【
請
願
事
項
】

　

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
で
は
、
旧
巨
椋
池
干
拓
地

が
車
両
基
地
と
調
整
池
の
建
設
予
定
地
と
な
っ
て
お

り
、
内
水
排
除
問
題
な
ど
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
破
壊
や
健
康
破
壊
の
問
題
が
あ

り
、
近
隣
住
民
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け

ら
れ
な
く
な
る
」
と
の
不
安
が
あ
り
、
北
陸
新
幹
線

延
伸
計
画
の
中
止
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

【
審
査
内
容
】

　

「
現
在
の
と
こ
ろ
延
伸
計
画
に
具
体
的
な
実
現
性

が
見
え
な
い
」
や
、
「
署
名
の
重
み
は
あ
る
が
現
実

性
が
今
は
な
い
」
、
「
行
政
か
ら
妥
当
性
や
必
要
性

に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
、
賛
成
少
数
で
請
願
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

請
願
は
不
採
択

■賛否が分かれた議案
12月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○および×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会
派
に
属
さ

な
い
議
員

結　

果
芦
田　

祐
介

塚
本
五
三
藏

田
井　
　

稔

大
宮　

竹
志

樋
口　

房
次

内
田　

孝
司

濱
口　

隆
志

辻　
　
　

徹

松
本　

義
裕

島　
　

宏
樹

戸
川　

和
子

岩
田　

芳
一

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子

×

○

×

〇

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇

×

※

※

可決

不採択

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例制定

北陸新幹線延伸計画の中止を求める請願書

条例

請願

■全員賛成の議案

条　例

人　事 自治功労者としての表彰礼遇同意

水道事業給水条例及び公共下水道条例一部改正

常勤の特別職の給与に関する条例一部改正

職員の給与に関する条例一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例一部改正
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例一部改正
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例一部改正

議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例
一部改正 その他

７年度
補正予算

一般会計（第３、４号） 

国民健康保険特別会計（事業勘定）（第２号） 

介護保険特別会計（第２、３号） 

水道事業会計（第２、３号） 

下水道事業会計（第２、３号）  

城南衛生管理組合の共同処理する事務及び
規約の一部変更

くみやま 議会だより　No.181 （6）



こ
こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

7議員が
登壇 一般質問は、希望する議員（議長以外）がおこなうものです。

今回は、７議員が行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

①国民健康保険税
②社会保障
③子育て支援

P14一問
一答中野　ますみ 議員

なかの

①北陸新幹線延伸計画の敦賀・新大阪ルート（案）
②久御山町特定事業主行動計画 P13一答

一問
一答巽　　悦子 議員

たつみ えつこ

①小中学生の体力向上
②町の魅力発信 P11一答

一問
一答戸川　和子 議員

とがわ かずこ

①町たばこ税の使い道
②町のごみの減量化など
③町危険木伐採等支援事業

P12一問
一答

たい
田井　　稔 議員

みのる

あしだ ①刑事告発していた元職員の不起訴処分
②地方創生 P10一問

一答芦田　祐介 議員
ゆうすけ

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし ①行政及び議会のペーパーレス化

②町施設のWi-Fi 環境整備 P9一問
一答

①災害時の在宅介護者の福祉避難所用段ボール
　ベッド
②高齢者の困りごと相談センター開設
③高齢者の生活支援コーディネーターの直営

P8一問
一答塚本　五三藏 議員

つかもと いさお
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高
齢
者
が
困
っ
た
時
ど
こ
の
誰
に
相

談
し
た
ら
良
い
か
が
わ
か
ら
な
い
。
相

談
体
制
の
見
え
る
化
の
窓
口
が
必
要
。

　
地
域
包
括
＆
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ

ー
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
る
が
、
困
り

ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
の
新
規
開
設
は
。

　

高
齢
者
の
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー

と
同
様
の
業
務
は
、
既
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
っ
て
お
り
、
新

た
に
開
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　
災
害
時
の
在
宅
介
護
者
の
福
祉
避
難

所
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
配
備
施
設
は

何
カ
所
で
備
蓄
数
は
。

　
　

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
配
備
す
る
福
祉

避
難
所
は
楽
生
苑
、
ひ
し
の
里
、
し
み

ず
の
里
の
３
カ
所
。
収
容
ス
ペ
ー
ス
や

保
管
場
所
か
ら
収
容
人
数
を
換
算
し
、

高
齢
者
要
介
護
、
障
害
者
な
ど
の
収
容

人
数
を
90
人
と
想
定
。

　

現
在
、
60
台
を
配
備
。
令
和
８
年
度

に
30
台
を
購
入
し
、
合
計
90
台
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

　

役
場
へ
の
情
報
が
確
実
に
福
祉
課
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る

よ
う
、
各
課
と
連
携
す
る
。
公
共
施
設

な
ど
の
窓
口
で
得
た
情
報
が
き
っ
ち
り

届
く
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
も
深

め
て
い
く
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

の
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
周
知
が
大
切
と
認
識
を

新
た
に
し
た
。

　
　
　

　
　

　
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
地
域
課
題
に

対
応
す
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を

支
援
す
る
機
能
強
化
と
役
割
が
明
確
化

さ
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

は
重
要
で
、
国
の
支
援
金
を
活
用
し
、

直
営
に
す
る
考
え
は
。

　

地
域
の
事
情
、
個
々
の
家
庭
環
境
な

ど
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
の
増
加
に

よ
り
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
の
が
実
状
。

　

全
国
的
な
現
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ま
自
ら
も
、

地
域
の
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
自
分
た

ち
で
解
決
で
き
る
こ
と
、
行
政
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を
仕
分
け
、
困
っ

た
時
は
お
互
い
さ
ま
の
考
え
に
立
っ
て
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
支
え
手
・
担

い
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
。
課
題
の
改

善
を
め
ざ
し
、
各
関
係
機
関
と
の
調
整

役
が
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

　

今
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託

は
継
続
し
つ
つ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
個
別
支
援
を
通
じ
て
把
握
し
た
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
連
携
を
強
化
し
対
応
す
る
。

質
　
問

質
　
問

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
に　

段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
備
蓄
は

Q
３
カ
所
の
施
設
で
合
計
90

台
の
整
備
を
計
画
す
る

A ◆
災
害
時
の
在
宅
介
護
者
の
福
祉
避
難
所
用

　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

高
齢
者
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
直
営
は

Q
社
協
と
包
括
の
連
携
を

強
化
し
対
応
す
る

A ◆
高
齢
者
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
の
直
営

高
齢
者
の
困
り
ご
と
相

談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は

Q
新
た
に
開
設
は
考
え
て

い
な
い

A ◆
高
齢
者
の
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
課
長

町
　
長

町
　
長

質
　
問

福
祉
課
長

動画はこちら

つかもと いさお

塚本五三藏

段ボールベッド
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本
町
役
場
で
の
年
間
紙
代
は
約
１
千

万
円
、
イ
ン
ク
代
は
約
１
２
０
０
万
円
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
取
り
組
み
は
、

少
し
ず
つ
着
実
に
推
進
し
て
い
る
。
現

在
策
定
中
の
第
６
次
総
合
計
画
の
中
で

も
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
っ
か
り
明
記
し
て

お
り
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
議
会
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
場

合
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
経
費
削

減
、
そ
し
て
、
職
員
の
業
務
量
軽
減
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
、
環
境
負
荷
の

軽
減
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

　
議
会
で
の
検
討
の
結
果
、
導
入
が
望

ま
し
い
と
な
っ
た
場
合
、
本
町
の
議
会

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　

ま
ず
は
、
議
会
内
で
の
必
要
性
、
有

用
性
の
検
証
が
必
要
。
そ
し
て
、
議
会

内
で
の
機
運
の
醸
成
、
こ
れ
が
一
番
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

議
論
が
し
っ
か
り
進
め
ら
れ
た
中
で
、

そ
の
必
要
性
の
共
有
が
で
き
た
ら
、
必

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
執
行
部
の
方
と
し

て
も
、
運
用
方
法
、
財
政
面
、
費
用
負

　
行
政
に
お
い
て
は
、
コ
ピ
ー
用
紙
や

イ
ン
ク
な
ど
が
大
量
に
消
費
さ
れ
て
き

た
。
　
ア
ナ
ロ
グ
業
務
の
非
効
率
さ
に
よ
り
、

離
職
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
紙
で
の
業
務
が
多
い
た
め
、
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
を
す
る
こ
と
で
、
情
報
の
保

管
や
共
有
、
検
索
な
ど
を
容
易
に
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大

幅
な
業
務
効
率
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

　
今
後
の
町
行
政
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

の
考
え
は
。

担
面
の
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

　
役
場
庁
舎
は
、
避
難
所
に
な
っ
て
い

る
。
災
害
時
、
Ｗ
ｉ
|
Ｆ
ｉ
環
境
が
あ

れ
ば
快
適
に
通
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
避
難
所
と
し
て
、
役
場
庁
舎
の
Ｗ
ｉ

|
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

防
災
対
策
と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
る
。

ど
こ
ま
で
堅
牢
な
回
線
を
確
保
す
る
か

な
ど
、
費
用
面
も
含
め
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
役
場
庁
舎
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、

議
会
棟
な
ど
、
本
町
施
設
の
Ｗ
ｉ
|
Ｆ

ｉ
環
境
整
備
に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え

は
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
、
役
場
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
主
に
防
災
対
策
の
観

点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
実
施
手
法
や
費
用
対

効
果
を
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

総
務
部
長

総
務
部
長

本
町
議
会
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
の
考
え
は

Q
議
会
で
必
要
性
が
共
有

で
き
た
ら
調
整
し
た
い

A ◆
行
政
及
び
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

本
町
施
設
の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ

環
境
整
備
は

Q
費
用
対
効
果
を
十
分
に

検
討
し
て
い
き
た
い

A ◆
町
施
設
の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環
境
整
備

町
　
長

総
務
部
長

建設中のまちづくりセンターでは
Wi－Fi環境が整備される予定

動画はこちら

はまぐち たかし

濱口　隆志
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し
た
の
で
は
。

　

地
検
の
判
断
で
あ
り
、
わ
か
り
か
ね

る
。

　
不
起
訴
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

検
察
審
査
会
に
審
査
の
申
し
立
て
が
で

き
る
。
教
育
委
員
会
と
ス
ポ
協
は
審
査

の
申
し
立
て
を
す
る
べ
き
で
は
。

　

地
検
の
判
断
は
妥
当
で
あ
り
、
教
育

委
員
会
が
審
査
の
申
し
立
て
を
お
こ
な

う
予
定
は
な
い
。

　

ま
た
、
ス
ポ
協
の
会
長
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
審
査
の
申
し
立
て
を
お
こ
な

う
予
定
は
な
い
と
聞
い
た
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下
「
ス
ポ

協
」
）
の
運
営
資
金
を
私
的
に
流
用
し

た
被
疑
事
実
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
が

刑
事
告
発
し
て
い
た
元
町
職
員
（
懲
戒

免
職
）
を
京
都
地
方
検
察
庁
（
以
下

「
地
検
」
）
が
不
起
訴
処
分
と
し
た
。

　
被
害
が
回
復
済
み
で
あ
る
一
方
、
犯

行
の
重
大
性
・
悪
質
性
、
町
職
員
が
準

公
金
を
私
的
に
流
用
し
た
と
い
う
社
会

的
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
被
害
者
で
あ
り
、
告
訴
権
を
有
す
る

ス
ポ
協
が
告
訴
を
見
送
っ
た
こ
と
が
不

起
訴
処
分
と
い
う
結
果
に
大
き
く
影
響

　
令
和
７
年
６
月
13
日
、
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
の
創
設
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
ふ
る
さ
と
住
民
は
、
実
際
に
住
民

票
を
移
す
わ
け
で
は
な
く
、
気
持
ち
の

上
で
、
そ
の
自
治
体
の
住
民
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と

い
う
位
置
付
け
に
な
る
。

　
総
務
省
は
、
今
後
、
ふ
る
さ
と
住
民

登
録
制
度
の
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
す
る

自
治
体
を
公
募
す
る
と
い
う
が
、
公
募

に
応
じ
た
ら
ど
う
か
。

　

モ
デ
ル
事
業
は
、
国
に
お
い
て
、
令

和
８
年
夏
に
実
施
さ
れ
る
方
針
が
固
ま

り
、
現
在
、
開
会
し
て
い
る
国
会
に
お

い
て
、
関
連
し
た
補
正
予
算
案
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
自
治
体
向
け
の
説
明

会
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
国
か
ら
情
報
が
入
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
収
集
を
し

っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
が
本
来
の
趣
旨
か
ら

外
れ
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
化
し
て

い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
あ
り
方
の
見
直
し

を
町
村
会
な
ど
を
通
じ
て
、
国
に
要
望

す
る
べ
き
で
は
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
課
題
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て

い
る
の
で
、
動
向
を
注
視
し
た
い
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

検
察
審
査
会
に
審
査
を

申
し
立
て
る
べ
き

Q
不
起
訴
処
分
は
妥
当

申
し
立
て
予
定
は
な
い

A ◆
刑
事
告
発
し
て
い
た
元
職
員
の
不
起
訴
処
分

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
の
公
募
に
応
じ
て
は

Q
国
か
ら
の
情
報
収
集
を

し
っ
か
り
と
進
め
る

A ◆
地
方
創
生

教
育
次
長

教
育
次
長

総
務
部
長

総
務
部
長

元職員を不起訴処分にした京都地方検察庁

動画はこちら

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介

町HPより
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ク
ラ
ブ
員
が
足
り
ず
、
久
御
山
中
学

校
だ
け
で
は
団
体
競
技
と
し
て
大
会
な

ど
に
出
場
で
き
な
い
。
大
会
出
場
の
た

め
合
同
で
練
習
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
。

　

ク
ラ
ブ
員
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
サ
ッ
カ
ー
部

は
城
陽
市
内
の
中
学
校
と
の
合
同
チ
ー

ム
で
昨
年
の
秋
季
大
会
に
参
加
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
の
今
後
の
地
域
展
開
は
。

　

令
和
８
年
度
中
に
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
保
護
者

や
教
職
員
の
意
向
な
ど
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
や
企
業

な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
体
制
の
構

築
を
し
て
い
く
。

　
文
科
省
の
デ
ー
タ
で
は
、
中
学
生
が

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
割
合
は
90
％

で
、
そ
の
う
ち
運
動
ク
ラ
ブ
に
参
加
し

て
い
る
の
は
、
67
・
１
％
と
な
っ
て
い

る
。
　
久
御
山
中
学
校
に
お
け
る
運
動
ク
ラ

ブ
の
現
状
は
。

　　

運
動
ク
ラ
ブ
数
は
12
で
、
運
動
部
に

所
属
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
は
、
全
国

よ
り
少
し
高
く
68
・
８
％
。

　

令
和
９
年
度
以
降
、
実
施
可
能
な
ク

ラ
ブ
活
動
か
ら
順
次
、
休
日
の
地
域
展

開
を
進
め
た
い
。

　
小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
結

果
は
。

　

小
学
生
で
は
、
柔
軟
性
を
見
る
長
座

体
前
屈
や
敏
捷
性
を
見
る
反
復
横
跳
び
、

投
球
能
力
を
見
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

な
ど
が
府
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

中
学
生
で
は
、
反
復
横
跳
び
や
全
身

持
久
力
を
見
る
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
な
ど
は

府
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
長
座
体

前
屈
や
投
球
能
力
を
見
る
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
投
げ
な
ど
は
府
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
。

　
令
和
元
年
11
月
よ
り
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の

電
波
塔
を
利
用
し
、
日
時
に
応
じ
て
色

を
変
え
ら
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
１
３
７
の
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
定
着
は
。

　

第
３
期
産
業
振
興
計
画
の
事
業
者
お

よ
び
農
業
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
１
３
７
に
つ

い
て
、
「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
あ
る

い
は
「
知
っ
て
い
る
」
「
も
ち
ろ
ん
知

っ
て
い
る
」
と
の
回
答
が
65
％
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
の

使
い
道
で
、
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
１
３

７
が
含
ま
れ
て
い
る
「
町
の
シ
ン
ボ
ル

『
き
ら
め
き
』
を
テ
ー
マ
に
光
な
ど
で

彩
り
た
い
」
と
い
う
項
目
に
対
し
て
制

度
の
創
設
か
ら
昨
年
の
11
月
末
ま
で
に
、

４
３
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
町
内
外
に
し
っ

か
り
定
着
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

中
学
校
に
お
け
る
運
動

ク
ラ
ブ
活
動
の
現
状
は

Q
ク
ラ
ブ
数
は
12
、運
動
部

所
属
割
合
は
、68・８
％

A ◆
小
中
学
生
の
体
力
向
上

く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
定
着
は

Q
町
内
外
、し
っ
か
り
と

定
着
し
て
い
る
と
感
じ
る

A ◆
町
の
魅
力
発
信

事
業
環
境
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長び

ん
し
ょ
う
せ
い

ソフトボール部の様子

とがわ かずこ

戸川　和子
動画はこちら

くみやま夢タワー137
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が
取
ら
れ
た
場
合
、
喫
煙
場
所
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
喫
煙
者
も
非
喫
煙
者
も
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
役
場
敷
地
や
中
央
公
園
に
お

い
て
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
を

図
る
た
め
、
町
た
ば
こ
税
の
一
部
の
財

源
で
、
分
煙
が
で
き
る
特
定
屋
外
喫
煙

場
所
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　

来
庁
者
か
ら
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
要
望
や
指
摘
は
な
く
、
公
共
的
な
役

場
施
設
で
の
受
動
喫
煙
防
止
、
全
面
禁

煙
は
一
定
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
定
屋
外

喫
煙
場
所
の
設
置
は
、
現
在
考
え
て
い

な
い
。

　

引
き
続
き
、
本
町
が
独
自
に
進
め
る

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
、
町
た
ば

こ
税
を
有
効
活
用
し
た
い
。

　
町
た
ば
こ
税
の
町
へ
の
納
税
額
は
、

過
去
５
年
で
12
億
円
。
令
和
５
年
度
の

納
税
額
２
億
５
千
万
円
は
、
京
都
府
内

の
町
村
で
は
最
高
額
で
あ
る
。

　
た
ば
こ
は
、
発
が
ん
性
物
質
や
依
存

性
の
あ
る
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
る
な
ど
、

健
康
へ
の
悪
影
響
が
否
定
で
き
ず
、
望

ま
な
い
受
動
喫
煙
が
生
じ
な
い
よ
う
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
平
成
30
年
に
改
正
さ
れ
た
健
康
増
進

法
で
は
、
病
院
や
役
場
庁
舎
な
ど
を
敷

地
内
禁
煙
と
し
た
が
、
屋
外
で
の
受
動

喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

　
町
で
は
、
古
新
聞
、
古
雑
誌
な
ど
を

ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
資
源
の
有
効
利

用
に
役
立
て
る
た
め
、
再
生
資
源
の
集

団
回
収
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
自
治

会
な
ど
の
団
体
に
回
収
量
に
応
じ
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
こ
の
再
生
資
源
集
団
回
収
事
業
の
補

助
金
と
回
収
量
の
実
績
は
。

　

43
団
体
に
年
間
１
５
６
万
円
を
交
付
、

回
収
量
は
31
万
２
千
㎏
。

　
自
治
会
活
動
な
ど
が
、
会
員
の
減
少

や
物
価
高
騰
な
ど
で
大
変
厳
し
い
中
、

再
生
資
源
回
収
量
１
㎏
当
た
り
５
円
の

補
助
単
価
の
増
額
は
。

　　

補
助
単
価
は
、
平
成
25
年
の
公
開
事

業
診
断
で
、
７
円
を
５
円
に
減
額
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
現

在
の
単
価
を
維
持
し
た
い
。

　
今
後
の
ご
み
の
減
量
化
対
策
は
。

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
バ
ケ
ツ
、
洗
面

器
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
の
一
括
回
収
を
始
め
る
。

　
自
治
会
な
ど
で
管
理
す
る
墓
地
の
危

険
木
の
伐
採
な
ど
に
か
か
る
費
用
を
、

町
危
険
木
伐
採
等
支
援
事
業
で
支
援
は
。

　　

墓
地
内
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料
な
ど
で
管
理

願
い
た
い
。

質
　
問 町

た
ば
こ
税
で
特
定
屋

外
喫
煙
場
所
の
設
置
は

Q
考
え
て
い
な
い
が
、健
康

づ
く
り
の
取
組
に
活
用

A ◆
町
た
ば
こ
税
の
使
い
道

今
後
の
ご
み
の
減
量
化

対
策
は

Q
８
年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
を
一
括
回
収

A ◆
町
の
ご
み
の
減
量
化
な
ど

地
元
管
理
の
墓
地
の

危
険
木
も
支
援
対
象
に

Q
利
用
者
か
ら
徴
収
す
る

使
用
料
な
ど
で
管
理
を

A ◆
町
危
険
木
伐
採
等
支
援
事
業

質
　
問

質
　
問

住
民
課
長

質
　
問

質
　
問

総
務
部
長

事
業
環
境
部
長

事
業
環
境
部
長

事
業
環
境
部
長

自治会で回収された再生資源

墓地の危険木

動画はこちら

たい みのる

田井　　稔
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現
時
点
で
は
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
枠
組
み
や
範
囲
で
再
検
証
さ
れ
て
い

く
の
か
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
引
き
続

き
国
政
の
動
き
を
し
っ
か
り
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
お
け
る
環
境
評
価
も
途
中
で
止
ま
っ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
現
在
町
と
し
て

の
具
体
的
な
答
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

車
両
基
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
３
月
の
自
治
体
説
明
会
で
は
、
最

大
30
万
㎡
と
の
説
明
の
み
で
、
実
際
の

規
模
や
設
備
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で

あ
り
、
現
時
点
で
の
本
町
の
見
解
を
明

確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
段
階
で

あ
る
。

　

調
整
池
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
な

状
況
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
本
町
が
見

解
を
答
え
ら
れ
る
段
階
で
は
な
い
。

　
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
う

こ
と
だ
が
、
事
例
と
し
て
は
、
私
た
ち

は
３
月
の
自
治
体
説
明
会
の
資
料
し
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
れ
が
「
も
し
実
現
さ
れ
た
ら
ど

う
な
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
国
や
京
都
府
に
、
町
長
が
申
し
入
れ

　
久
御
山
町
内
に
建
設
予
定
の
車
両
基

地
と
今
後
検
討
さ
れ
る
調
整
池
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
の
状
況
は
。

　

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は
、
事
実
上

計
画
推
進
の
動
き
が
止
ま
っ
て
い
る
状

況
。

　

新
聞
で
も
、
令
和
７
年
12
月
12
日
に

与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
開
か
れ

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
具

体
的
な
議
論
は
こ
れ
か
ら
と
考
え
て
い

る
。

た
内
容
と
そ
の
回
答
は
。

　

自
治
体
と
の
細
や
か
な
調
整
の
要
望
、

住
民
要
望
、
住
民
や
事
業
者
へ
の
説
明

を
、
い
つ
ど
う
い
う
時
期
に
説
明
す
る

の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
質
問
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。

　

丁
寧
な
地
元
説
明
な
ど
に
つ
い
て
も
、

今
後
も
引
き
続
き
国
や
京
都
府
に
言
う

機
会
を
捉
え
て
、
し
っ
か
り
要
望
は
し

て
い
く
。

　
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
窓
口
は
総

務
課
に
な
っ
て
い
る
が
、
個
人
情
報
の

守
秘
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

職
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
等
に
関
す
る
要
綱
に
基
づ
い
て
、
関

係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
ま
た
秘

密
の
保
持
は
徹
底
し
、
職
員
が
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
留
意

を
し
て
い
る
。

　
計
画
の
期
間
は
令
和
８
年
の
３
月
で

終
了
と
な
る
が
、
課
題
は
な
い
の
か
。

　

ど
う
い
っ
た
手
法
で
課
題
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
、
現
在
、
事
前
の

調
整
段
階
で
あ
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

国
や
京
都
府
に
申
し
入
れ

た
内
容
と
、そ
の
回
答
は

Q
具
体
的
な
回
答
は
得
て
い

な
い
が
今
後
も
要
望
す
る

A ◆
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
敦
賀・新
大
阪

　
ル
ー
ト（
案
）

計
画
期
間
は
８
年
３
月
で

終
了
と
な
る
が
、課
題
は

Q
現
在
、事
前
の
調
整
段
階

で
あ
る

A ◆
久
御
山
町
特
定
事
業
主
行
動
計
画

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

たつみ えつこ

巽　　悦子
動画はこちら

北陸新幹線敦賀車両基地　調整池のイメージ
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物
価
高
騰
の
折
、
日
本
共
産
党
の
調

査
で
は
本
町
の
国
民
健
康
保
険
税
は
全

国
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
あ
る
。
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
本

町
独
自
の
保
険
税
軽
減
措
置
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
。

　

本
町
の
税
率
な
ど
が
高
い
の
は
認
識

し
て
い
る
が
、
京
都
府
内
で
の
被
保
険

者
間
の
受
益
負
担
の
公
平
性
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
。

　

本
町
と
し
て
、
保
険
税
水
準
の
完
全

統
一
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
に
京
都

府
に
要
望
し
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
社
会
保
障
の
一
つ
で
あ
る
。

　
社
会
保
障
予
算
の
伸
び
は
物
価
上
昇

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

税
率
な
ど
の
計
算
方
法
は
。

　

平
成
30
年
度
の
広
域
化
以
降
、
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
っ
た
京
都
府
か

ら
市
町
村
ご
と
に
公
表
さ
れ
る
標
準
保

険
税
率
を
参
考
に
定
め
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
多
く
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
増
加
す
る
一
方
で
、
被
保
険
者
の

所
得
水
準
が
低
く
、
保
険
料
の
負
担
率

が
高
い
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

の
で
、
令
和
６
年
度
以
降
は
税
率
を
引

き
上
げ
て
い
る
。

を
下
回
り
実
質
削
減
で
あ
る
。
社
会
保

障
医
療
に
つ
い
て
認
識
を
問
う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
公
的
医
療
保
険

制
度
の
中
核
を
担
う
一
つ
で
あ
る
。

　

基
本
的
な
仕
組
み
は
、
国
が
制
度
設

計
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
被
用
者
保
険

の
適
用
拡
大
に
伴
う
被
保
険
者
の
減
少
、

社
会
経
済
状
況
が
変
化
す
る
中
な
ど
に

よ
り
、
社
会
保
障
制
度
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
で
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

　
子
ど
も
の
均
等
割
が
令
和
５
年
の
１

人
４
万
３
４
０
円
か
ら
７
年
は
１
人
５

万
１
９
０
０
円
と
府
内
で
最
も
高
い
税

額
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
人
当
た
り
の
均
等
割
が
収
入
の
な

い
子
ど
も
に
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
子

育
て
世
代
支
援
と
し
て
全
額
減
免
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

京
都
府
の
標
準
税
率
な
ど
の
算
定
方

法
と
し
て
、
所
得
割
、
平
等
割
と
併
せ

て
均
等
割
を
含
む
３
方
式
で
あ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、
子
ど
も
の

均
等
割
だ
け
を
な
く
す
考
え
は
な
い
。

　
地
方
税
法
第
７
１
７
条
で
、
地
方
団

体
の
長
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
者
に

限
り
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
条
例

を
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
を
減
免
す
る
と
、

そ
の
分
の
財
源
を
他
の
方
に
求
め
る
こ

と
に
な
る
。

　

一
定
の
負
担
を
求
め
る
の
は
相
応
の

考
え
方
で
あ
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
な
ど
の
計
算
方
法
は

Q
京
都
府
か
ら
の
標
準

保
険
税
率
を
参
考
に
し
て

A ◆
国
民
健
康
保
険
税

国
保
が
社
会
保
障
医
療

で
あ
る
と
い
う
認
識
は

Q
公
的
医
療
保
険
制
度
の

中
核
を
担
う
一
つ

A ◆
社
会
保
障

国
保
の
子
ど
も
の
均
等

割
を
全
額
減
免
に

Q
一
定
の
負
担
を
求
め
る

の
は
相
応
の
考
え
方

A ◆
子
育
て
支
援

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

なかの

中野ますみ
動画はこちら
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◆
敦
賀
車
両
基
地
視
察
目
的

　

北
陸
新
幹
線
の
延
伸
計
画
は
、
現
在
、

敦
賀
か
ら
小
浜
、
京
都
を
経
由
し
て
大

阪
に
至
る
ル
ー
ト
に
関
す
る
検
討
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
、
本
町
を
含
め
た
巨
椋
池

干
拓
地
付
近
に
車
両
基
地
設
置
の
計
画

が
あ
る
こ
と
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、

今
回
敦
賀
車
両
基
地
の
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

◆
敦
賀
車
両
基
地
視
察
状
況

　

敦
賀
車
両
基
地
は
、
既
に
稼
働
し
て

い
る
こ
と
か
ら
鉄
道
・
運
輸
機
構
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
協
力
を
得
て
現
地
視
察
と

研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
ビ
デ
オ
な
ど
に
よ
り
車

両
基
地
の
概
要
説
明
な
ど
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
当
方
よ
り
事
前
に
お

願
い
し
て
い
た
質
問
事
項
に
つ
い
て
の

回
答
、
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町議会では、委員会や会派などで企画して、他の自治体や議会の取り組みを学ぶために視察研
修をおこなっています。視察研修で学んだことは、全員協議会という場で議員全員、そして町長、
副町長、教育長に共有されています（委員会の視察研修のみ）。　
　今回は、総務事業常任委員会、民生教育常任委員会、広報広聴委員会、議会運営委員会の視察
研修の内容を報告します。

◆
主
な
質
問
と
回
答

Q
　
周
辺
地
域
へ
の
理
解
は
ど
の
よ
う

　
　
に
進
め
ら
れ
た
か
。

A
　
着
手
前
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

　
　

丁
寧
な
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。

Q
　
車
両
基
地
の
場
所
は
ど
の
よ
う
な

　
　
地
域
だ
っ
た
か
。

A
　
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
。

Q
　
調
整
池
の
規
模
は
。　

A
　
約
５
千
㎡
の
土
地
に
、
30
年
に
一

　
　

回
の
確
率
で
発
生
す
る
極
端
な
大

　
　

雨
に
も
対
応
で
き
る
、
約
１
万
１

　
　

千
㎥
の
水
を
溜
め
ら
れ
る
調
整
池

　
　

を
建
設
し
た
。

　

「
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
ま
で
の
延
伸

は
、
構
想
か
ら
実
現
（
完
成
）
ま
で
50

年
を
要
し
た
」
な
ど
の
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
２
日
目
は
、
金
沢
駅
か
ら

電
車
で
約
20
分
の
位
置
に
あ
る
、
令
和

６
年
元
日
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地

震
」
に
よ
り
液
状
化
現
象
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
内
灘
町
を
訪
問
し
、
予
測

の
つ
か
な
い
液
状
化
現
象
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
液
状
化
の
発
生

　

県
道
沿
い
の
町
内
南
部
地
域
（
住
宅

地
域
）
と
北
部
地
域
の
宮
坂
、
西
荒
屋

な
ど
の
市
街
化
調
整
区
域
（
農
村
地

域
）
で
多
く
の
液
状
化
被
害
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

◆
建
物
被
害
の
状
況

　

建
物
被
害
は
、
全
壊
１
２
４
件
、
半

壊
５
６
５
件
、
一
部
損
壊
２
３
３
７
件

と
甚
大
な
被
害
で
し
た
。

北陸新幹線敦賀車両基地
仕業検査庫視察状況

西荒屋地区の被災状況
（内灘町ＨＰより）

修研視察 報告

北
陸
新
幹
線
敦
賀
車
両
基
地

総
務
事
業
常
任
委
員
会
10
月
８
日
・
９
日

〜
北
陸
新
幹
線
と
能
登
半
島

　
地
震
の
液
状
化
を
学
ぶ
〜

内
灘
町（
石
川
県
）

う
ち
な
だ
ま
ち
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◆
高
齢
者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト

　

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事

業
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
に
広
島
市
、

府
中
町
と
連
携
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
参
加
す
る
介
護
予
防
活
動

や
、
地
域
活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ

て
奨
励
金
（
１
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
円
、

上
限
１
万
円
）
を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

〈
付
与
ポ
イ
ン
ト
〉

１
ポ
イ
ン
ト

自
ら
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に

取
り
組
む
活
動
な
ど

２
ポ
イ
ン
ト

特
定
健
康
診
査
の
受
診
、
地
域
の
支

え
手
と
な
る
活
動
な
ど

４
ポ
イ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
海
田
町

が
指
定
す
る
も
の
な
ど

　

事
業
に
よ
る
変
化
・
効
果
と
し
て
、

奨
励
金
申
請
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
通
院
回
数
が
減
っ
た
」
「
外
出
機
会

が
増
え
た
」
「
健
康
状
態
が
良
く
な
っ

た
」
と
い
う
回
答
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

◆
小
中
一
貫
教
育
（
一
体
型
）

　

廿
日
市
市
で
は
、
平
成
20
年
12
月
に

「
廿
日
市
市
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
の
方
針
」
を
策
定
さ
れ
、
平
成

27
年
４
月
に
大
野
西
小
学
校
と
大
野
中

学
校
が
一
体
と
な
っ
た
大
野
学
園
が
開

校
し
ま
し
た
。
そ
の
大
野
学
園
で
話
を

聞
き
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
の
成
果

・
児
童
生
徒
の
理
解
が
深
ま
っ
た

・
学
力
向
上
に
お
い
て
効
果
が
あ
っ
た

小
中
一
貫
教
育
の
課
題

・
全
教
職
員
間
で
の
共
通
認
識
が
持
て

て
い
な
い

施
設
一
体
型
の
メ
リ
ッ
ト

・
教
職
員
の
児
童
生
徒
へ
の
理
解
が
進

み
や
す
い

・
小
中
一
貫
教
育
推
進
シ
ス
テ
ム
が
構

築
で
き
る

施
設
一
体
型
の
デ
メ
リ
ッ
ト

・
小
学
校
高
学
年
が
活
躍
で
き
る
場
が

少
な
く
な
る
場
合
が
あ
る

・
一
体
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
の

業
務
量
の
増
加

◆
子
ど
も
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
連
携

　
事
業

　

子
育
て
支
援
課
や
教
育
委
員
会
が
持

つ
様
々
な
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
Ａ
Ｉ
に

よ
る
リ
ス
ク
予
測
を
お
こ
な
う
。
そ
の

後
、
人
に
よ
る
確
認
・
調
査
を
経
て
、

予
防
的
支
援
を
お
こ
な
う
。
見
守
り
が

必
要
に
な
る
前
の
段
階
の
予
防
的
支
援
、

こ
れ
が
こ
ど
も
デ
ー
タ
連
携
の
主
な
目

的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
子
育
て
支
援
課

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
共
有
は

難
し
く
、
全
情
報
が
閲
覧
で
き
る
の
は

少
数
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

小中一体となった職員室の様子

民
生
教
育
常
任
委
員
会

海
田
町（
広
島
県
）

海
田
町（
広
島
県
）

か
い
た
ち
ょ
う

か
い
た
ち
ょ
う

廿
日
市
市（
広
島
県
）

廿
日
市
市（
広
島
県
）

は
つ
か
い
ち
し

は
つ
か
い
ち
し

府
中
町（
広
島
県
）

府
中
町（
広
島
県
）

ふ
ち
ゅ
う
ち
ょ
う

ふ
ち
ゅ
う
ち
ょ
う

10
月
１
日
・
２
日
・
３
日

〜
福
祉
・
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
〜
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◆
「
あ
な
た
と
議
会
を
つ
な
ぐ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

　

印
刷
以
外
は
全
て
手
作
り
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
読
み
や
す
く
な

っ
た
「
お
う
じ
議
会
だ
よ
り
」
は
、
町

村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

さ
れ
ま
し
た
。

・
町
の
皆
さ
ま
が
登
場
す
る
紙
面

・
読
み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
構
成

・
記
事
は
簡
潔
で
や
わ
ら
か
い
表
現

な
ど
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
工

夫
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

◆
「
次
世
代
を
担
う
若
者
の
声
を
議
会

へ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

　

広
報
広
聴
活
動
が
活
発
な
美
咲
町
は
、

議
会
だ
よ
り
が
町
村
議
会
広
報
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
選
さ
れ
て
お
り
、
議
会

報
告
会
や
町
内
に
整
備
さ
れ
た
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
の
情
報
発
信
な
ど
「
住
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
で
全
国
町
村
議
会

特
別
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
大
学
・
短
大
・
高
校
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
結
ぶ

・
学
生
と
の
意
見
交
換
会

・
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
出
前
議
会

な
ど
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
へ
の
取
り

組
み
を
学
び
ま
し
た
。

◆
有
権
者
の
関
心
を
高
め
る

　

幸
田
町
で
は
、
平
成
31
年
に
定
数
割

れ
が
発
生
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
議
員

の
な
り
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
議
員
間
自
由
討
論
会
や
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
広
報
紙
で
の
特

集
記
事
掲
載
な
ど
を
通
じ
、
住
民
へ
の

議
会
活
動
の
周
知
と
立
候
補
の
呼
び
か

け
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
５
年
の
選
挙
で
は

定
数
16
人
に
対
し
22
人
が
立
候
補
し
、

12
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
投
票
率
は
過
去
最
低
の
56

・
４
％
に
と
ど
ま
り
、
有
権
者
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
に
本
格
運
用
を
開
始

　

大
口
町
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

よ
る
I
C
T
化
の
取
り
組
み
の
た
め
、

平
成
30
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
研
修
や
環
境
整
備
を
経
て
、
令

和
元
年
に
本
格
運
用
を
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
や
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

よ
り
、
職
員
の
作
業
時
間
短
縮
や
資
料

の
迅
速
な
共
有
が
可
能
と
な
り
、
年
間

約
54
万
円
の
経
費
削
減
効
果
も
得
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
操
作
し
、
そ
の
利
便
性
を
体
感
し

ま
し
た
。　

広
報
広
聴
委
員
会

王
寺
町（
奈
良
県
）

お
う
じ
ち
ょ
う

美
咲
町（
岡
山
県
）

み
さ
き
ち
ょ
う

議
会
運
営
委
員
会

幸
田
町（
愛
知
県
）

こ
う
た
ち
ょ
う

大
口
町（
愛
知
県
）

お
お
ぐ
ち
ち
ょ
う

11
月
10
日
・
11
日

〜
広
報
広
聴
に
つ
い
て
学
ぶ
〜

11
月
６
日
・
７
日

〜
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
と

　
　
I
C
T
化
の
先
進
事
例
を
学
ぶ
〜
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ようこそ久御山町へ 〔視察研修受け入れ〕

福岡県遠賀町議会
　第二常任委員会の皆さま
～子育て支援の取り組みについて～

　10月23日、福岡県遠賀町議会の第二常任委員会
（二村委員長ら７名。議長含む）および関係課職員、
事務局の視察研修を受け入れました。
　本町からは、議長と民生部子育て支援課の職員
が出席し、みまきっこまんなか応援まちづくり事業やそ
の他の子育て支援の取り組みについて意見交換を
しました。

福岡県広川町議会
　議会運営委員会の皆さま
～議会改革の取り組みについて～

　11月５日、福岡県広川町議会の議会運営委員会
（池尻委員長ら５名）および議長、事務局の視察研
修を受け入れました。
　本町からは、議長と議会運営委員が出席し、通年
議会や議会改革の取り組みについて意見交換をし
ました。

和歌山県紀美野町議会
　総務文教常任委員会の皆さま

　
　10月28日、和歌山県紀美野町議会の総務文教常
任委員会（美野委員長ら５名。議長含む）および事
務局の視察研修を受け入れました。
　本町からは、議長と民生部国保健康課の職員が
出席し、「野菜のまち」久御山町食育推進条例につ
いて意見交換をしました。

大阪府田尻町議会
　総務建設常任委員会の皆さま
～自治会の支援と地域のきずな再構築
　支援事業などについて～
　11月５日、大阪府田尻町議会の総務建設常任委員
会（小川委員長ら４名）および事務局の視察研修を受
け入れました。
　本町からは、議長と総務部企画財政課の職員が出
席し、自治会の支援と地域のきずな再構築支援事業や、
全世代・全員活躍まちづくりセンターについて意見交換
をしました。

～「野菜のまち」久御山町食育推進条例に
　ついて～

おん　が　ちょう

ひろ　かわ まち た　じりちょう

き　　み 　の　ちょう

くみやま 議会だより　No.181（18）



きて・みて・議会！
＆ ちょこっと懇談会
ご来場ありがとうございました
　きて・みて・議会！＆ちょこっと懇談会を
11月１日に開催し、４２名の方にご参加い
ただきました。当日は議場をはじめ正副議
長室や会派室、委員会室の見学などをし
ていただき、日頃皆さまが思っておられる
ことなどを伺いました。

参加された皆さまのご感想
・議会のことを全然知らなかったので今
回参加できてよかったです。普段入ら
ない所にも入ることができて少し興味
がわきました。
・めっちゃおもしろかったです！
　むずかしい言葉あったけど、授業で聞
いたこととかも多くてワクワクした！
たのしかったです！ （原文のまま掲載）
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！

住民と議員の

せっしょん
ほんわか

久御山町議会地域懇談会

Farmer
with

農業従事者のみなさんと

久御山町議会では、実施要綱に基づき、広く住民の皆さまの声を聞かせていただくために、各小学校区
での開催のほか特定の団体の皆さまの要望がある時に、地域懇談会（通称）『ほんわかせっしょん』を開
催することを義務付けています。
今年度は、上記のご案内にありますように農業従事者の有志の皆さまからの要望により開催させてい
ただくことになりましたが、新年度につきましても久御山町新年度予算が審議される３月議会定例会
以降に開催を予定しております。
議会議員との「テーマ」に沿った懇談をご希望の団体の皆さまがいらっしゃいましたら、議会事務局
までご連絡をお願いいたします。

次 回 予 定 ！

　久御山町議会では、住民の代表である議員が多様な声をお聞きすることが重要と考え、毎年度久御山

町議会地域懇談会『ほんわかせっしょん』を開催させていただいております。今年度は、特定団体から

の要望に基づき久御山町唯一の第１次産業である〈農業〉について、農業従事者有志の皆さまとの懇談

会を開催することとなりました。

　今回のテーマは、久御山町農業の現状や諸課題についてになりますが、一般の傍聴も自由とさせてい

ただきます。

　会場では、久御山町における農業や農産物について、「令和の米騒動」ともいわれた主食である米の

需給についてのアンケートも実施したいと考えていますので、『ほんわかせっしょん』をお聞きになら

れた感想などお寄せいただきますようご案内申しあげます。

午後６時～午後８時
日 時　　令和８年２月19日㈭

場 所     クロスピアくみやま
内 容    町内農業従事者の皆さまとの懇談および、一般
               傍聴の皆さまによる｢食｣のアンケートの実施
　　　　　

くみやま 議会だより　No.181（20）
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

1000

題字
募集

議会だより表紙の題字

を募集「くみやま」

住民参加の広報紙をめざして
　町議会では、議会活動をお知らせするため、議会だよりを年４回発行しています。
　これまで、表紙の題字を町内の小・中学生に描いていただき、より多くの住民の皆さま
に読んでいただくきっかけとしていました。今回は、より幅広い方に親しまれる広報紙を
めざし、読者の皆さまから募集をすることとしました。
　採用された方にはインタビューをさせていただき、
議会だよりに掲載するとともに、ＱＵＯカード1,000
円分をプレゼントいたします！
　たくさんのご応募をお待ちしております。

募 　 集 　 要 　 項
■募集期間
■応募方法

■カ ラ ー
■サ イ ズ
■そ の 他

■応 募 先

令和８年７月末日まで
メールまたは郵送。氏名・住所・連絡先を記載し
てください（いただいた個人情報は題字掲載に関
する目的以外には使用いたしません）
自由（白い紙に描いてください）
横15㎝×縦６㎝程度
・採用された方のインタビュー記事を最終ページ
に掲載予定
・応募は１人１点に限ります
・掲載は令和８年11月号、令和９年２月号、５月
号を予定
久御山町議会事務局（久御山町役場議会棟３階）
gikai@town.kumiyama.lg.jp
〒613-8585 久御山町島田ミスノ11
☎075-631-9996／☎0774-45-0105

あなたのデザインで
表紙を飾りませんか？
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★ご協力をいただきありがとうございました。
★今後も「読みたくなる」編集をめざしてまいります。 
★今後ともよろしくお願いいたします。

〇グランハットやみなくるタウンなど、住民が直接
関係するような進捗状況、また詳細が随時掲載さ
れるといいと思います。

〇議会の活動に関して重要なポイントと思われるこ
とについて３カ月ごとに議会トップの議長がご自
身の言葉でコメントする記事を掲載されたら良い
と思う。

○議会モニターアンケート以外に住民の方々からコ
メントがあれば生の意見として掲載してほしい。

〇もっと町民の身近な不安をなくしていける内容が
ほしいです。直接関係ないから読まないとの意見
も聞きます。

○子育てで一番左右される中学生活の心も体も学力
も安定できる環境づくりも議会だよりに掲載して
ほしいです。

〇「決まったことより、これから決めたいこと、変
えたいこと」を掲載していただきたいです。『今
後予想される「議会で話し合うこと」』程度で、
幅広くあいまいな形でもよいと思います。これか
ら、こんなことについて変えようとしているん
だ、話し合うんだと気づけば、町政に対する関心
がより高まると思います。

〇議会中に着席議員全体を時々映すようにしてほし
い。

○傍聴は資料が無いため理解しにくい。回収でもい
いから配布するか投影してもらえたら理解しやす
い。

○今回傍聴、映像確認ができなかったため、次回は
積極的に参加したい。

○ケアマネジャーに関して注釈を入れてほしい。
　ケアマネ、カスハラ、マンパワー、エリア等、お
年寄りもご覧になるのでできる限り避け、可能な
限り日本語にしてほしい。

○「農業振興施策対策事業」の説明がわかりにくい
です。正式名称にこだわらなくてもよいのではな
いでしょうか。読者である町民は、正式な名前を
知りたいというよりも、どんな内容なのかをより
具体的に知りたいのだと思います。

○決算はグラフがあった方がいい。

〇グランハットの予算の使い方（３億6,025万円
繰り越される理由は？来年もグランハットの建
設費追加予算あるのですか？）

○令和７年度全国学力学習状況調査の件。
〇５ページの学力状況の結果が気になりました。
人数が少ないことはいいことだと思っていたが、
そういう環境でも平均を下回る学力というのは
何が原因なのか考える必要があると思いました。

〇防災関係の質疑に目がとまった。
　避難したときに安心して過ごせる北欧並みの環
境を求めたい。

〇住民票のコンビニ交付。
○学校施設の長寿命化計画についてお教えくださ
い。その中でのトイレの洋式化・改修はいつ頃
になりますか。

○自治会支援、新たな制度の検討をおこなうとあ
りますが、いつ頃決まりますか。旧制度と新制
度の間にギャップはありますか。

議会モニター「アンケート」
前号No.180（11月１日号）の議会モニ
ターさんからの回答（一部）を紹介します。

特に、興味や関心を
　もった記事や写真は

議会だよりに掲載して
　　ほしい内容などは？

本会議の傍聴、録画映像
について感じたことは

わかりにくい用語など
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議会モニター募集議会モニター募集
町議会では、皆さまからの要望、提言、その他の意見を広く聴取し、町議会の活性化の推進
および政策提案力を強化するため、議会モニター制度を設置しています。
ぜひ議会モニターとなっていただき、町議会のこれからについて考えをお聞かせください！
応募資格
・満18歳以上の久御山町内在住・在勤の方（久御山町職員・久御山町議会議員を除く）
・メールでのやりとりが可能な方

謝　　礼
・ＱＵＯカード 3,000円分（年額）

募集内容
募集期間：令和８年２月１日～令和８年３月31日
任　　期：令和８年４月１日～令和９年３月31日
定　　員：10名以内
※年齢・居住地などに偏りが生じないよう考慮のうえ選考し、
　選考結果を応募者全員にお知らせします。
依頼内容
・議会だよりや議会運営についてのアンケート（年４回程度）
・議会モニター会議への参加（年１回程度）
・本会議や委員会の傍聴

応募方法
https://logoform.jp/form/tKWb/1387747
上記の議会モニター応募フォームからご応募いただくか、以下の内容をメール
やＦＡＸにて記載し、議会事務局へご提出ください。
「氏名」「生年月日」「住所」「職業」「（町内在住でない場合）勤務先」「電話番
号」「メールアドレス」「議会だよりへのお名前の掲載の可否」「会議に参加しや
すい曜日、時間帯」

▲応募フォーム
　二次元コード

応募・問い合わせ先
久御山町議会事務局（久御山町役場議会棟３階）〒613-8585 久御山町島田ミスノ11番地
TEL：075-631-9996／0774-45-0105　FAX：075-632-3000  メール：gikai@town.kumiyama.lg.jp

※活動内容によって減額する場合があります。

設置要綱は
こちら→

※いただいた個人情報は議会モニター活動に関する目的以外には使用いたしません

編
集
後
記

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　（
議
長
）

大
宮
　
竹
志

巽
　
　
悦
子

田
井
　
　
稔

辻
　
　
　
徹

樋
口
　
房
次

戸
川
　
和
子

内
田
　
孝
司

松
本
　
義
裕

広
報
広
聴
委
員
会

　
ま
も
な
く
立
春
（
節
分
）
で
す
ね
。

暦
の
う
え
で
は
春
を
迎
え
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
な

ど
に
は
つ
く
し
も
顔
を
出
し
、
梅
の

花
が
咲
い
て
く
る
季
節
と
な
り
ま
す
。

　
ま
ち
に
も
、
ま
も
な
く
春
の
陽
気

が
訪
れ
、
活
気
を
感
じ
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
議
会
の
方
で
も
、
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
自
己
研
さ
ん
に
励
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ま
に
、
議
会
活
動
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

辻
　
　
　
徹

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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茶
道
と
の
出
会
い

　

坂
部
さ
ん
と
「
お
茶
」
と
の
出
会
い

は
10
代
の
頃
だ
っ
た
そ
う
で
、
佐
山
で

生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
か
ら
近
所
の
お
寺
、

大
松
寺
（
曹
洞
宗
）
さ
ん
で
お
茶
を
習

い
始
め
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

先
代
住
職
の
奥
さ
ん
が
お
茶
の
先
生

で
、
そ
の
出
会
い
や
ご
縁
か
ら
お
茶
問

屋
に
嫁
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
と
か
。

　

今
で
は
、
「
裏
千
家
」
の
准
教
授
と

し
て
、
お
弟
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る
一

方
、
20
数
年
に
わ
た
り
町
の
茶
道
サ
ー

ク
ル
の
教
師
と
し
て
、
先
生
か
ら
の
教

え
を
伝
え
、
指
導
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

「
お
茶
の
世
界
は
一
期
一
会
で
す
」

と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博

「
黄
金
の
茶
室
」出
展
へ
の
協
力

　

町
で
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪
・

関
西
万
博
に
お
い
て
、
10
月
１
日
か
ら

５
日
ま
で
「
お
茶
の
ま
ち
」
、
「
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
横
の
多
目
的
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
町
内
10
社
が
技
術
を
結
集

し
て
制
作
し
た
「
黄
金
の
茶
室
」
を
出

展
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
茶
室
展
示
の
ほ
か
、
坂
部

さ
ん
に
は
「
呈
茶
」
へ
の
協
力
や
町
の

Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
久
御
山
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
関
わ

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

黄
金
の
茶
室
へ
の
思
い

　

黄
金
の
茶
室
は
、
東
京
大
学
の
川
添

准
教
授
に
よ
る
設
計
で
、
４
０
０
年
前

の
金
箔
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

お
茶
は
、
「
禅
」
と
つ
な
が
る
日
本

の
文
化
で
あ
り
、
「
是
非
と
も
小
学
生

に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
黄

金
の
茶
室
の
活
用
を
し
て
ほ
し
い
」
と

希
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

No.49

一
期
一
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
！

だ
い
し
ょ
う
じ

て
い
ち
ゃ

坂部  智惠美さん
（佐　山）

ち え みさかべ

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描

い
た
の
は
濱
田
真
絢
さ
ん
。

は
ま
だ

ま
ひ
ろ

濱田 真絢さん
（久御山中学校３年生）

　

総
合
文
化
部
の
濱
田
さ
ん
は
、

登
下
校
時
に
通
る
道
や
橋
、
散

歩
の
時
に
見
え
る
空
や
川
、
神

社
の
森
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
に
し

て
「
く
み
や
ま
」
を
描
き
ま
し

た
。

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
大
好

き
な
ま
ち
「
く
み
や
ま
」
が
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
み
ん
な

が
助
け
合
え
る
明
る
い
ま
ち
で

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
、
と

優
し
い
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、茶
道「
裏
千
家
」の
准
教
授
で

あ
り
、茶
道
家
と
し
て
お
茶
を
広
め
、

ま
た
京
都
府
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
会
長
と
し
て
食
生
活
改
善

や
食
育
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
坂

部
智
惠
美
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。
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	181号_20_23のコピー

